
 
 

                        

      
 
 
 
 
 
 
 

  

新
春
の 

慶
賀
自
他
甚
深
甚
深 

 
 

「
清
澄
寺
大
衆
中
」 

  

 

辛
卯
歳
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
賀
詞
を
言
上
し
、
心
か
ら

御
悦
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
檀
信
徒
の
皆
様
よ

り
、
當
山
の
護
持
興
隆
の
為
に

ご
浄
財
喜
捨
を
賜
り
、
又
、
諸

行
事
の
ご
奉
仕
な
ど
、
種
々
の

高
配
に
対
し
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

日
蓮
大
聖
人
さ
ま
は
、
新
年 

    

に
つ
い
て
、
清
澄
寺
大
衆
中
へ宛

て
ら
れ
た
御
書
に
、
「新
春
の
慶

賀
自
他
甚
深
甚
深
」と
新
春
を

迎
え
慶
賀
申
し
上
げ
ら
れ
、
今

年
こ
そ
、
仏
法
の
邪
正
が
糺
明

き
ゅ
う
め
い

さ
れ
る
年
だ
と
、
お
慶
び
遊
ば

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

宗
祖
の
、
教
意
は
、
「成
仏
得

道
」の
た
め
に
は
初
心
の
「信
」こ

そ
肝
要
で
あ
り
、
信
な
く
し
て

成
仏
得
道
は
叶
わ
な
い
と
ま
で

云
わ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
は
、
此
の
経
、
す
な
わ
ち

法
華
経
が
最
も
勝
れ
諸
経
中
王

の
経
な
る
が
故
で
あ
っ
て
、
爾
前

権
教
（法
華
経
以
外
の
経
典
）で

は
、
た
と
え
信
が
あ
っ
て
も
成
仏

得
道
は
叶
わ
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。 ま

さ
に
、
身
口
意
三
業
の
振

る
舞
い
が
人
々
を
救
い
、
種
々
の

利
益
を
与
え
る
「法
華
経
の
行

者
の
妙
徳
」を
、
法
界
無
辺
の
時

空
を
超
え
、
正
月
に
つ
い
て
の
、

悦
び
の
御
境
地
の
一
分
と
、
一

切
に
つ
い
て
「初
め
」を
尊
ぶ
べ
き

と
、
そ
の
節
目
の
大
切
さ
を
（譬

喩
品
）具
体
的
に
教
導
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。 

  

 

さ
て
、
昨
年
は
、
御
清
正
公

様
が
入
涅
槃
さ
れ
、
已
来
、
月

変
り
、
年
移
り
て
四
百
年
の
祥

当
年
の
節
目
を
む
か
え
、
八
月

二
十
二
日
、
加
藤
清
正
公
菩
提

寺
「
肥
後
本
妙
寺
」
様
を
お
迎

え
し
、
「
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御

生
誕
八
百
年
」
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
「
清
正
公
ご
入
滅
第

四
百
年
御
遠
忌
出
開
帳
法
要
」

を
、
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
、
奉
行
出
来
ま
し
た
こ

妙教寺だより 第 30 号 
平成 2３年 元旦 
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正
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と
に
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

         

お
清
正
公
さ
ま
は
、
九
州
入

封
の
妙
縁
に
よ
り
、
九
州
一
円

中
の
筑
前
の
地
、
當
山
妙
教
寺

に
も
、
法
華
経
結
縁
の
大
果
を

与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

私
共
に
、
お
清
正
公
さ
ま
の

徳
が
顕
れ
、
「
お
題
目
の
神
秘
」

や
「
神
通
の
霊
力
」
を
受
け
、
現

代
医
学
等
で
解
明
出
来
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
生
ず
る
因
縁
業
障

な
ど
の
病
脳
や
苦
悩
を
滅
除
す

る
お
お
い
な
る
功
徳
を
、
今
に

伝
え
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。  

 

特
に
、
先
代
日
貫
上
人
や
坊

守
よ
り
信
仰
の
導
き
を
受
け
ら

れ
、
救
わ
れ
る
人
々
は
、
実
に

数
え
る
と
こ
ろ
を
、
知
ら
ざ
る

が
如
く
、
ご
支
配
を
賜
る
に
及

ん
で
い
ま
す
。 

  

今
般
、
一
、
御
清
正
公
四
百

年
遠
忌
の
「
ご
報
恩
会
」
を
奉
行

で
き
た
こ
と
。
二
、
妙
教
寺
檀
信

徒
一
同
と
し
て
、
ご
浄
財
金
、

壱
百
萬
円
を
「
本
妙
寺
復
興
支

援
金
」
と
し
て
ご
寄
進
申
し
上

げ
る
こ
と
が
で
き
、
清
正
公
さ

ま
へ
の
「
報
恩
行
」
と
自
ら
の
、

「
成
仏
得
道
の
た
め
」
の
善
行
の

真
を
奉
げ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。 さ

ら
に
、
日
蓮
大
聖
人
の
千

日
尼
御
返
事
に
、
「御
（
お
ん
）
志

ぞ
、
大
地
よ
り
も
厚
く
、
大
海
り
も

深
き
、
御
志
ざ
し
ぞ
か
し
。
」
と
お

示
し
の
如
く
行
え
ば
、
自
ず
と

徳
が
顕
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。 

        

こ
の
度
、
善
根
功
徳
の
ご
志

納
を
ご
寄
進
下
さ
れ
結
縁
を
成

就
さ
れ
ま
し
た
、
檀
信
徒
の
各

位
並
び
に
、
開
帳
拝
礼
の
皆
様

に
対
し
て
重
ね
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

  

 

最
後
に
、
一
昨
年
来
、
皆
様

の
御
支
援
を
賜
り
、
宗
祖
御
降

誕
八
百
年
の
慶
讃
記
念
事
業
が

新
た
な
一
歩
を
ふ
み
だ
し
ま
し

た
。  本

年
度
の
事
業
計
画
の
一
つ

と
し
て
、
「
徒
弟
育
成
」
の
目
標

を
掲
げ
る
と
き
、
昨
年
度
は
、

當
山
の
高
野
執
事
長
が
、
皆
帰

妙
法
へ
の
道
に
邁
進
す
る
こ
と

を
誓
い
、
教
宣
拡
張
の
研
鑚
の

た
め
、
日
蓮
宗
九
識
霊
断
法
相

伝
に
受
講
し
二
級
霊
断
師
の
秘

法
を
感
得
す
る
な
ど
、
ま
た
、

徒
弟
一
名
が
、
本
年
四
月
、
総

本
山
身
延
山
で
宗
門
が
開
催
す

る
、
僧
侶
と
し
て
の
資
格
を
取

得
す
る
為
の
「
信
行
道
場
」
入
場

を
志
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
将
来
弟
子
等
に
は
、

毎
年
十
一
月
大
本
山
中
山
法

華
経
寺
で
に
開
設
さ
れ
る
、
三

大
荒
行
の
「
日
蓮
宗
大
荒
行
堂

第
初
行
修
行
入
行
」
に
志
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 し

か
し
な
が
ら
、
平
素
の
「つ 

と
め
」の
読
誦
の
修
行
を
蓄
積
し 

成
仏
得
道
の
善
行
の
真 

法
器
養
成
を
め
ざ
す 

（２） 

肥後本妙寺 池上尊儀名代をお迎え
して、厳粛の中、出開帳法要は営ま
れた。 

檀信徒を代表して、筆頭総代 

村上夘三氏より、復興支援金を 

本妙寺様へ手渡された。 



て
も
、
あ
ま
り
に
も
過
酷
な
苦

修
練
行
の
極
限
の
修
行
で
あ
り

ま
す
の
で
、
日
蓮
宗
宗
門
の
規

則
は
大
変
厳
し
く
、
僧
侶
・
修

行
者
と
し
て
の
法
器
に
相
応
し

い
か
が
問
わ
れ
ま
す
。 

特
に
，
日
蓮
宗
大
荒
行
堂
入

行
に
つ
い
て
は
、 

 

一
、
日
蓮
教
学
の
習
得
と
言 

 
 

 

説
布
教
の
度
量 

 

二
、
法
華
経
一
部
経
の
読
誦 

 
 

 

力
の
度
量 

 

三
、
道
念
堅
固
の
信
仰
心
の 

 
 

 

度
量 

 

四
、
人
格
品
位
と
一
般
教
養 

 
 

 

の
度
量 

 

五
、
檀
信
徒
教
化
の
経
験
と 

 
 

 

指
導
力
の
度
量 

 

六
、
精
神
専
門
医
に
よ
り
修 

 
 

 

行
に
耐
え
う
る
精
神
力 

 
 

 

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

 

七
、
専
門
医
に
よ
り
修
行
に 

 
 

 

耐
え
う
る
体
力
の
診
断 

な
ど
、
宗
規
に
の
っ
と
り
、
試
験

考
査
等
と
実
務
審
査
や
専
門

医
に
よ
る
診
断
が
行
わ
れ
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
、
身
体
、
精
神
と

も
に
極
限
ま
で
追
い
込
み
、
自

我
も
生
命
も
す
べ
て
諸
天
善
神

に
お
預
け
し
、
黙
々
と
し
て
「
懺

悔
滅
罪
」す
る
修
行
で
あ
り
、
身

命
に
及
ぶ
難
行
苦
行
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
特
に
、
本
人
の
意
思

を
尊
重
し
慎
重
な
配
慮
を
す
べ

き
や
、
時
機
尚
早
で
は
な
い
か

と
、
一
部
の
役
員
方
よ
り
不
安

の
声
起
こ
り
と
い
え
ど
も
、
師
範

と
し
て
は
、
求
道
心
を
精
進
す

る
弟
子
方
に
、
一
遇
の
仏
縁
に

結
縁
成
就
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。 

今
後
、
弟
子
ら
が
、
初
心
の

「
信
」
を
貫
き
、
妙
教
寺
の
諸
天

善
神
さ
ま
の
お
加
護
を
賜
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
道
念
堅
固
で

自
ら
志
す
専
心
修
行
の
決
意
が

定
ま
り
、
誓
言
の
意
思
表
示
の

申
出
の
如
何
に
よ
っ
て
、
本
総
代

会
や
慶
讃
事
業
委
員
世
話
人

会
並
び
に
、
檀
信
徒
総
会
で
、

各
々
が
胸
中
に
秘
た
る
求
道
心

の
誓
言
の
意
を
宣
誓
し
、
檀
信

徒
の
皆
様
の
ご
賛
同
を
頂
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。 

   

こ
れ
か
ら
、
両
師
の
弟
子
等

が
誓
願
を
た
て
た
、
そ
の
初
心
の

決
意
に
対
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
皆
様
の
ご
承
認
と
ご
支
援

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
日
蓮
宗
宗

規
に
の
っ
と
り
、
そ
の
諸
手
続
き

願
書
類
等
を
整
え
て
、
當
山

正
・
副
干
与
人
の
各
お
上
人
の

同
意
を
賜
り
、
正
式
に
願
書
を

宗
務
院
へ提
出
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。 そ

の
後
は
、
宗
制
の
通
り
、
県

修
法
師
会
長
並
び
に
県
宗
務
所

長
へ申
請
し
、
試
験
考
査
と
実 

                        

2021年（平成 33年） 

宗祖日蓮大聖人御生誕 800年 

2028年（平成 40年） 

    妙教寺開基開創 150周年 

認
証
を
賜
る
修
行
を 

（３） 



務
審
査
や
専
門
医
に
よ
る
診
断

が
認
可
さ
れ
た
と
き
、
た
だ
ち

に
、
申
請
書
を
宗
務
院
に
提
出

し
、
日
蓮
宗
総
長
の
認
証
を
得

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
か
ら
、
當
山
に
と
っ
て
の

法
器
養
成
、
人
材
養
成
は
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
徒
弟
育
成
の

支
援
等
の
事
業
を
掲
げ
な
が
ら
、

本
年
度
の
計
画
案
の
対
応
に
つ 

い
て
、
両
師
の
弟
子
等
に
誓
言
の

意
を
宣
誓
す
る
機
会
を
与
え
て

下
さ
れ
ば
、
順
次
、
総
代
世
話

人
会
や
慶
讃
事
業
委
員
会
に
は

か
り
、
ご
相
談
申
し
上
げ
て
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

本
年
も
ま
た
、
檀
信
徒
の
絶

大
な
る
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

各
位
の
一
層
の
御
支
援
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
年
頭
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

   

筆
頭
総
代 

村
上 

夘
三 

  

平
成
二
十
三
年
の
初
春
を
迎

え
妙
教
寺
檀
信
徒
の
皆
様
方
へ

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
平
成
二
十
二
年
も
妙
教
寺
檀

信
徒
各
家
の
夫
々

そ
れ
ぞ
れ

の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
下も

と

、
滞

と
ど
こ
お

り

な
く
諸
行
事
を
終
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
事
に
喜
び
と
感
謝
の

念
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
半
年
を
顧
み
ま
す
れ
ば
、

昨
年
の
夏
は
猛
暑
を
通
り
過
ぎ

酷
暑
と
、
い
つ
ま
で
も
続
く
残
暑

の
日
々
で
し
た
。
皆
様
の
中
に
も

ご
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

 

          

そ
の
よ
う
な
中
、
当
山
妙
教

寺
を
は
じ
め
志
賀
島
別
院
（
元

寇
園
教
会
）
・
三
沢
お
清
正
公

堂
等
の
大
掃
除
、
八
月
二
十
二

日
に
は
、
宗
祖
御
生
誕
八
百
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
執
り

行
わ
れ
た
、
お
清
正
公
（
加
藤

清
正
）
様
の
四
百
年
遠
忌
記
念

出
開
帳
法
要
が
奉
行
さ
れ
ま
し

た
。
記
念
法
要
に
は
、
肥
後 

本

妙
寺
（
加
藤
清
正
公
菩
提
寺
）

よ
り
お
清
正
公
様
御
神
体
と
共

に
、
主
管
猊
下
ご
名
代
と
し
て
、

副
住
職 

池
上
正
示
上
人
、
執 

                        

各

会

役

員

挨

拶 

新年明けましておめでとう御座います 

平成二十三年 卯歳元旦 

妙教寺 筆頭総代 

護持会会長  村 上  夘 三 

（７） 

信行会に参加する村上 

筆頭総代（左手前） 

（４） 



事
長 

後
藤
上
人
に
ご
来
寺
賜

り
、 

西
筑
組
参
事 

宗
像
市
妙
経
寺 

高
嵜
泰
道
僧
正 

筑
後
組
参
事 
久
留
米
妙
正
寺 

田
中
潮
佑
僧
正 

朝
倉
市
大
安
寺 

 

秋
吉
英
守
上
人 

唐
津
市
龍
王
寺 

 

福
山
浄
瑛
上
人 

に
ご
出
仕
を
頂
き
、
荘
厳
且
厳

粛
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
檀
信
徒
の

皆
様
方
の
ご
協
力
が
あ
れ
ば
こ

そ
と
感
じ
る
次
第
で
す
。 

九
月
二
十
九
日
に
は
、
西
門

中
会
行
事
「
お
題
目
の
つ
ど
い
」

が
朝
倉
郡
小
石
原 

妙
隆
寺
様

で
行
わ
れ
、
当
山
よ
り
約
十
五

名
の
参
加
を
頂
き
参
加
者
皆
、

よ
り
一
層
信
仰
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

年
末
総
供
養
施
餓
鬼
会
で
は
、

恒
例
の
当
山
信
行
会
主
催 

特

別
講
演
（
法
話
会
）
が
行
わ
れ
、

今
回
は
、
日
蓮
宗
霊
断
師
会
本

部
講
師
で
熊
本
県
球
磨
郡 

栄

立
寺
御
住
職 

村
井
信
照
上
人

に
遠
路
お
越
し
頂
き
、
私
達
自

ら
の
心
の
懺
悔
に
つ
い
て
お
話
を

頂
き
ま
し
た
。 

私
自
身
、
お
話
を
聞
い
て
心

に
感
じ
る
所
ば
か
り
で
、
深
く

反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
当
山
に
お
い
て
、

昨
年
も
活
発
に
信
行
活
動
や

菩
薩
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
今
は
亡
き
日
貫
上
人
、
日

賢
上
人
様
方
も
さ
ぞ
か
し
御
満

足
な
さ
れ
て
お
ら
れ
る
事
と
存

じ
ま
す
。 

 

又
、
各
家
の
御
先
祖
の
諸
々

霊
の
方
々
も
、
お
喜
び
の
事
と

思
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
も
私
達
檀
信

徒
一
同
挙こ

ぞ

っ
て
心
を
一い

つ

に
し
て

私
達
の
菩
提
寺
妙
教
寺
を
護
持

し
、
こ
れ
か
ら
も
檀
信
徒
各
家

が
平
和
で
、
ご
家
族
の
方
々
が

益
々
健
康
と
御
繁
栄
さ
れ
ま

す
こ
と
を
祈
念
致
し
年
頭
の
ご

挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
戴
き
ま

す
。 

合 

掌 

  

婦
人
会
会
長 

古
賀 

静
枝 

新
年
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
妙
教
寺
の
諸
行
事

に
た
く
さ
ん
の
方
々
が
ご
参
加

頂
き
ま
し
た
事
、
心
よ
り
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
年
も
婦
人
会
主
催
の
寒
修

行
を
一
月
二
十
三
日
に
執
り
行

い
ま
す
。 

 

皆
様
と
ご
一
緒
に
力
強
い
お

題
目
を
唱
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
寺
へお
参
り
い
た
し
ま
す
と
自

然
に
心
が
穏
や
か
に
な
り
、
素

直
に
な
り
落
ち
着
き
ま
す
。 

 

人
は
決
し
て
一
人
で
は
生
き
て

い
か
れ
ま
せ
ん
家
族
や
周
り
の

方
々
に
支
え
ら
れ
乍
ら
元
気
に

生
き
て
い
け
る
も
の
だ
と
思
い
皆

様
に
何
時
も
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。 

            

一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
様
と
一
緒
に
お
題
目
に
よ

っ
て
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て

行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 
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信
行
会
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植
村 

俊
親 

新
年
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
年
は
辛
卯
年
で
ウ
サ
ギ
の

か
わ
い
ら
し
さ
を
も
っ
と
う
に

生
き
た
い
も
の
で
す
。 

去
年
は
菅
内
閣
の
失
敗
続
出
、

尖
閣
諸
島
の
暴
発
、
世
界
の
金

融
続
落
危
機
的
問
題
、
暗
い
話

が
続
き
ま
し
た
。 

 

日
蓮
大
聖
人
御
妙
判
、
立
正

安
国
論
を
取
り
上
げ
た
、
新
聞

を
次
に
紹
介
し
ま
す
。
勇
気
と

自
信
を
持
つ
て
邁
進
し
て
参
り

ま
し
ょ
う
。 

「三
界
は
み
な
佛
國
な
り
。
佛
國
そ

れ
衰
え
ん
や
」 

「
現
実
社
会
を
離
れ
て
佛
國

＝
浄
土
は
な
い
」
飢
饉
と
疫
病

が
も
た
ら
す
地
獄
の
惨
状
か
ら 

筆
を
起
こ
す
「
立
正
安
國
論
」
で

日
蓮
聖
人
は
こ
う
断
言
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
信
念
に
基
づ
き
、
陰

惨
き
わ
ま
り
な
い
現
実
世
界
を

永
遠
の
浄
土
に
変
え
て
い
く
こ

と
を
自
身
の
生
涯
の
課
題
と
し

た
。 一

見
リ
ア
リ
ス
ト
に
見
え
る

日
蓮
上
人
の
思
想
の
根
底
に
は
、

自
身
の
変
革
を
通
じ
て
周
囲
の

環
境
そ
の
も
の
を
改
造
で
き
る

と
い
う
、
強
烈
な
楽
天
主
義
が

あ
る
。 

           

 

人
の
悪
意
や
獣
性
が
も
た
ら

す
地
獄
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
ど

の
地
域
に
も
存
在
す
る
。
今
の

日
本
も
例
外
で
は
な
い
。
毎
年

三
万
人
に
も
上
る
自
殺
者
。
死

を
選
択
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

彼
ら
／
彼
女
ら
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
地
獄
以
外
の
な
に
も
の
で

あ
ろ
う
か
。 

 

人
間
の
悪
と
現
実
の
悲
惨
を

直
視
す
る
日
蓮
聖
人
は
、
同
じ

人
間
に
、
世
界
を
変
え
る
こ
と

の
出
来
る
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

見
出
し
た
。
暗
い
話
題
ば
か
り

が
巷
に
溢
れ
る
今
日
、
私
達
に

必
要
な
の
は
文
字
通
り
の
自
信

と
、
信
念
を
行
動
に
移
す
た
め

の
少
し
ば
か
り
の
勇
気
な
の
か

も
知
れ
な
い
。 

 
 

（東
北
大
教
授
・佐
藤
弘
夫
、 

読
売
新
聞
11
月
29
日
付
） 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 
 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 
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仏
教
で
は
「
懺
悔
」
と
書
い
て
サ

ン
ゲ
と
読
み
ま
す
。
サ
ン
ゲ
と
は

自
分
の
罪
や
過
ち
を
、
仏
様
の

前
で
告
白
し
て
許
し
を
乞
う
行

い
で
す
。 

私
達
は
日
頃
よ
り
お
釈
迦
様

の
説
か
れ
た
教
え
「
法
華
経
」
を

お
唱
え
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
に
人
間
は
仏
に
な
る
本
性
を

皆
持
っ
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
ま

す
。 

し
か
し
人
間
は
心
の
中
に
迷
い

や
煩
悩
が
あ
り
仏
に
な

る
本
性
が
あ
っ
て
も
そ

の
本
性
を
充
分
発
揮

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
こ
の
心
が
迷
い
や

煩
悩
か
ら
起
こ
る
行
い

「
貪
・
瞋
・
癡
」
の
三
毒

が
元
と
な
っ
て
知
ら
ず

知
ら
ず
の
間
に
悪
い
行

い
を
し
、
「
悪
業
の
因

縁
」
を
作
っ
て
し
ま
い
廻

り
廻
っ
て
自
ら
の
身
を

滅
ぼ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

上
の
御
遺
文
は
日
蓮
大
聖
人

が
五
十
五
歳
の
時
「
光
日
房
（
光

日
尼
）
」
に
宛
て
ら
れ
た
お
手
紙

で
す
。
光
日
房
は
、
息
子
の
弥

四
郎
が
大
聖
人
に
帰
依
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
入
信
し
た
人
で

す
。 

佐
渡
御
赦
免
か
ら
後
、
身
延
へ

入
ら
れ
た
日
蓮
聖
人
の
も
と
に
、

同
郷
の
光
日
房
か
ら
便
り
が
届

き
ま
し
た
。
望
郷
の
念
を
熱
く

 

光こ

う

日
房

に

ち

ぼ

う

御
書

ご

し

ょ 

そ
れ
、
針は

り

は
水み

ず

に
し
ず
む
。 

雨あ

め

は
空そ

ら

に
と
ど
ま
ら
ず
。 

蟻
子

あ

り

を
殺こ

ろ

る
者も

の

は
地
獄

じ

ご

く

に
入い

り
、 

死
屍

し

か

ば

ね

を
切き

れ
る
者も

の

は
悪
道

あ

く

ど

う

を
ま
ぬ
が
れ
ず
。 

い
か
に
い
わ
ん
や
、
人
身

じ

ん

し

ん

を
う
け
た
る
者も

の

を 

こ
ろ
せ
る
人ひ

と

を
や
。 

但た

だ

し
大
石

た

い

せ

き

も
海う

み

に
う
か
ぶ
、
船ふ

ね

の
力

ち
か
ら

な
り
。 

大
火

た

い

か

も
き
ゆ
る
事こ

と

、
水み

ず

の
用ゆ

う

に
あ
ら
ず
や
。 

小
罪

し
ょ
う
ざ

い

な
れ
ど
も
、
懺
悔

さ

ん

げ

せ
ざ
れ
ば
悪
道

あ

く

ど

う

を 

ま
ぬ
が
れ
ず
。 

大
逆

た
い
ぎ

ゃ
く

な
れ
ど
も
、
懺
悔

さ

ん

げ

す
れ
ば
罪つ

み

き
え
ぬ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
聖
人
五
十
五
歳
身
延
に
て
） 

日
蓮
大
聖
人
の
お
こ
と
ば 

⑦ 

法力争いで敗れた真言の修験者「善智法印」
は毒入りぼた餅で日蓮聖人を毒殺しようとし
たが失敗した。しかしその後、心から悔悟（か
いご）し日蓮聖人に許しを頂き弟子となり日
伝の法名を与えられた。 

（７） 



懐
か
れ
て
い
た
聖
人
は
、
こ
の
便

り
を
こ
と
の
ほ
か
喜
ば
れ
ま
し

た
。 し

か
し
そ
の
手
紙
を
読
ん
で
愕

然
と
さ
れ
ま
し
た
。
光
日
房
の

息
子
で
あ
り
、
若
き
日
よ
り
熱

心
に
信
心
を
貫
い
て
い
た
弥
四

郎
が
逝
去
し
た
と
の
知
ら
せ
だ

っ
た
か
ら
で
す
。 

聖
人
は
最
愛
の
息
子
を
失
っ
た

光
日
房
の
悲
嘆
を
慰
め
る
と
と

も
に
、
法
華
経
を
信
仰
す
る
が

故
に
惹
起
す
る
法
難
は
諸
天
の

加
護
に
よ
り
必
ず
乗
り
越
え
る 

こ
と
が
出
来
る
と
の
確
信
を
綴

り
、
光
日
房
の
一
層
の
信
心
を

励
ま
さ
れ
た
。 

 
 

中
で
も
武
士
と
し
て
多
く
の

人
を
殺
し
た
弥
四
郎
が
果
た
し

て
成
仏
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
の

光
日
房
の
質
問
に
対
し
聖
人
は

「
た
と
え
悪
人
で
あ
っ
て
も
そ
の

罪
を
懺
悔
し
、
法
華
経
を
信
ず

れ
ば
必
ず
成
仏
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
特
に
母
親
を
法
華
経
に

導
い
た
孝
養
の
息
子
が
成
仏
で

き
な
い
は
ず
は
な
い
」
と
断
言
さ

れ
ま
し
た
。 

仏
説
観
善
賢
菩
薩
行
法
経
の

中
に
「一
切
の
業
障
海
は
皆
妄
想

よ
り
生
ず
、
端
坐
し
て
実
相
を
想
え
、

衆
罪
は
霜
露
の
如
し
、
慧
日
よ
く

消
除
す
」と
あ
り
ま
す
。 

我
々
の
毎
日
に
お
こ
る
出
来

事
を
一
切
の
業ご

う

と
い
い
、
そ
の
業

が
原
因
と
な
っ
た
業
障

ご
う
し
ょ
う

は
海
の
水

の
よ
う
に
多
く
、
そ
の
業
は
妄
想

も
う
ぞ
う

と
い
っ
て
、
小
さ
な
自
分
の
利
害

損
得
よ
り
起
こ
る
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
冷
静
に
な
り
よ
く
考

え
、
自
分
の
行
い
を
反
省
し
懺
悔

す
る
な
ら
ば
、
朝
露
が
日
に
照
ら

さ
れ
て
消
え
て
な
く
な
る
よ
う
に
、

必
ず
除
滅
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

間
違
っ
た
心
が
あ
っ
た
時
は
、
素

直
に
反
省
し
懺
悔
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

（
日
蓮
大
聖
人
御
一
代
記
他
参
照
） 

     

〝 

お
数
珠
と
は 

〟 
 

数
珠

じ

ゅ

ず

は
「
誦
数
・
誦
珠
・
呪
珠
・

念ね
ん

珠じ
ゅ

」と
も
書
き
、
西
暦
二
～ 

三
世
紀
の
こ
ろ
か
ら
使
わ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
念

誦
の
数
を
数
え
る
『
数か

ず

と
り
』
の

道
具
で
し
た
が
、
こ
れ
を
用
い
る

と
、
悪
心
を
お
さ
え
、
す
べ
て
の

煩
悩

ぼ
ん
の
う

を
滅め

つ

除じ
ょ

し
、
こ
の
う
え
な
い

功
徳
が
得
ら
れ
る
と
い
う
大
切

な
法
具
で
す
。 

 

一
、
数
珠
の
種
類 

 
数
珠
に
は
装
束

し
ょ
う
ぞ
く

数
珠
と
勤
行

ご
ん
ぎ
ょ
う

数
珠
（
普
通
仕
立
）
が
あ
り
ま

す
。 

 

装
束
数
珠
は
房
が
広
が
っ
て
い 

て
（導
師
房

ど

う

し

ぶ

さ

）、
白
水
晶
で
作
ら
れ 

     

た
長
連

ち
ょ
う
れ
ん

の
本ほ

ん

装
束
と
、
そ
の
他
の 

珠
で
仕
立
て
ら
れ
た
長
連
の
半

装
束
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も

僧
侶
が
使
う
数
珠
で
す
。 

 

勤
行
数
珠
は
一
般
用
の
数
珠
で
、

房
が
丸
く
（
菊
房

き
く
ぶ
さ

・
玉
房

た
ま
ぶ
さ

）
な
っ
て

い
ま
す
。 

      

ま
た
、
房
の
長
さ
は
普
通
の
長

さ
の
短
房

た
ん
ぶ
さ

、
少
し
長
い
中
房

ち
ゅ
う
ぶ
さ

、
長

い
長
房

な
が
ぶ
さ

が
あ
り
ま
す
。
中
房
と
長

房
は
、
ご
祈
祷

き

と

う

を
す
る
僧
侶

（修
法
師

し

ゅ

ほ

つ

し

）が
用
い
る
数
珠
で
す
。 

 

信 

行 

会 

よ 

り 

仏
事
作
法
（
お
数
珠
に
つ
い
て
） 

菊 房 

（８） 



二
、
珠
の
材
料 

 
珠
の
材
料
は
香
木

こ
う
ぼ
く

・
梅
・
黒
檀

こ
く
た
ん

・

菩
提
樹

ぼ

だ

い
じ

ゅ

・
水
晶
・
真
珠
・
珊
瑚

さ

ん

ご

・
象

牙
・石
・な
ど
多
種
多
様
で
す 

が
、
昔
か
ら
白
水
晶
が
最
上
の
珠

と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
檀
信
徒
の
数
珠
は
、

自
然
木
や
木
の
実
な
ど
が
良
い
で

し
ょ
う
。 

三
、
珠
の
数 

 

大
き
な
珠
（親
珠
）  

二
個 

 
  

小
さ
な
珠
（四
天
珠
） 

四
個 

 

普
通
の
珠 

 
 

 

一
〇
八
個 

 

（両
脇
の
数
取
り
等
の
子
珠
は
含
み
ま
せ
ん
） 

 

合 
 

計 
 

  

一
一
四
個 

四
、
珠
の
名
前 

 

大
き
い
珠
の
部
分
は
親お

や

珠だ
ま

（拇ぼ 

珠じ
ゅ

）
と
い
い
、
右
の
親
珠
を
浄
名

じ
ょ
う
み
ょ
う

珠じ
ゅ

と
い
い
「
釈
迦
牟

し

ゃ

か

む

尼
仏

に

ぶ

つ

」
、
左
の

親
珠
は
数
珠
を
留
め
る
と
こ
ろ
か

ら
、
緒
留

お

と

め

と
も
い
い
「
多
宝

た

ほ

う

如
来

に
ょ
ら

い

」

を
表
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
珠
の 

 

部
分
は
四
天

し

て

ん

珠じ
ゅ

と
い
い
、
上
行

じ
ょ
う
ぎ
ょ
う

・

無
辺

む

へ
ん

行
ぎ
ょ
う

・
浄

じ
ょ
う

行
ぎ
ょ
う

・
安
立

あ
ん
り
ゅ
う

行
ぎ
ょ
う

の
四し

菩
薩

ぼ

さ

つ

を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

左
側
に
あ
る
三
本
の
子こ

珠だ
ま

の
形

の
違
う
も
の
（
十
個
の
子
珠
）
が

日
蓮
宗
独
特
の
「
数
取
り
」
呼
ば

れ
る
も
の
で
す
。 

五
、
持
ち
方 

 

普
段
は
図
の
よ
う
に
数
珠
を

二
重

ふ

た

え

に
し
て
房
を
下
に
し
、
左

手
に
掛
け
て
持
ち
ま
す
。
合
掌

を
し
た
り
、
お
経
本
を
持
つ
の
に

便
利
で
す
。 

 

ま
た
、
法
華
和
讃

ほ

っ

け

わ

さ

ん

を
奉ほ

う

詠え
い

す

る
時
や
歩
く
場
合
に
は
、
数
珠

を
二
重
に
し
て
左
手
首
に
掛
け

る
事
も
あ
り
ま
す
。 

       

勧
請

か
ん
じ
ょ
う

・
唱

し
ょ
う

題だ
い

・
回
向

え

こ

う

と
い
う
お

参
り
の
う
ち
で
最
も
大
切
な
と

き
に
は
、
親
珠
を
両
方
の
中
指
の

第
一
関
節
に
、
数
珠
を
一
度
ね

じ
っ
て
か
ら
（
あ
や
に
す
る
）
そ
の

ま
ま
両
手
を
自
然
に
合
わ
せ
ま

す
。
数
珠
の
房
は
二
つ
房
の
ほ
う

を
右
手
に
、
三
つ
房
が
左
手
に
く

る
よ
う
に
し
ま
す
。 

「右
手
」 

み
・
ぎ   

=

二
本
（二
つ
房
） 

「左
手
」ひ
・だ
・り  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
=

三
本
（三
つ
房
） 

          

と
覚
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

数
珠
を
こ
す
っ
て
音
を
出
し
な

が
ら
拝
ん
だ
り
、
首
に
掛
け
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 

（９） 

数取り    親珠（緒留）  四天珠（四菩薩）  親珠（浄名珠） 

お

数

珠

の

名

称 

㊧ ㊨ 



六
、
合
掌
の
す
が
た 

 

「
掌

し
ょ
う

」
は
「
た
な
ご
こ
ろ
」
、
つ
ま

り
合
掌
は
手
の
ひ
ら
を
隙
間

す

き

ま

な

く
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
両
手
を

合
わ
せ
て
ほ
か
に
な
に
も
で
き
な

い
こ
と
を
示
し
、
一
心
に
祈
る

礼
拝

ら

い
は
い

の
姿
な
の
で
す
。 

       

イ
ン
ド
で
は
、
右
手
は
清
浄

し
ょ
う
じ
ょ
う

（
神
聖
）
左
手
は
不
浄
（
凡
夫

ぼ

ん

ぶ

）
を

表
し
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
心
が

帰
依

き

え

（
南
無

な

む

）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

仏
さ
ま
と
私
た
ち
が
一
つ
に
な
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

お
経
本
を
持
ち
な
が
ら
片
手

合
掌
の
姿
を
し
て
い
る
人
を
見
か

け
ま
す
が
、
こ
れ
は
合
掌
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
経
本
は
両
手
で
持

ち
ま
す
。 

 

ま
た
、
片
手
で
太
鼓
を
た
た
く

と
き
の
空
い
た
手
は
太
股

ふ
と
も
も

の
上
に

お
く
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。 

          

【日
蓮
宗
の
数
珠
】 

          

★
お
数
珠
と
ひ
と
口
で
い
っ
て
も
、

宗
派
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
特
徴

が
あ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、
代
表

的
な
も
の
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。 

                   

           

〝 

焼
香
の
し
か
た 

〟 
  

香
り
を
供
養
す
る
こ
と
は
仏
教

の
大
切
な
行
為
で
す
。
こ
の
供
養

に
は
三
種
類
あ
り
ま
す
。 

◇
塗ず

香こ
う

・・・・香
を
塗
り
身
体
を 

浄
め
る 

◇
焼
香

し
ょ
う
こ
う

・・・・香
を
焚た

い
て
供
養 

す
る 

◇
華け

香こ
う

・・・・生
花
を
ま
い
て
供 

養
す
る 

 

日
本
へ
は
六
世
紀
の
奈
良
時
代

に
、
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
最

勤行数珠（一般）   装束数珠（僧侶） 

真言系      禅宗系       浄土宗      天台宗 

伏 拝＝手のひらを水平に上に向けて 

耳につける数珠は手のひらに 

乗せるように 

（１０） 



初
は
抹
香

ま
っ
こ
う

（
粉
末
）
や
煉ね

り

香こ
う

（
合

あ
わ
せ

香こ
う

）
の
よ
う
な
も
の
で
、
か
ら
だ
の

に
お
い
消
し
と
し
て
一
般
化
し
て

い
き
ま
し
た
。 

【焼
香
の
回
数
】 

※
導
師
が
三
回
（仏
法
僧

ぶ
っ
ぽ
う
そ
う

の 

意
味
） 

※
一
般
は
心
を
込
め
て
一
回 

 

お
焼
香
の
回
数
と
線
香
の
本
数 

 

お
焼
香
の
回
数
や
線
香
の
本
数

に
つ
い
て
は 

一
回
・・◇
す
べ
て
の
祈
り
を 

こ
め
て 

（一
本
）◇
亡
く
な
っ
た
霊
が 

迷
わ
ぬ
よ
う 

 
 

 
 

 

◇
一
心
不
乱
の
意
味
を 

こ
め
て 

三
回
・・◇
「過
去
・現
在
・未
来
」 

の
三
世
諸
仏 

（三
本
）◇
「仏
・法
・僧
」の
三
宝 

に
帰
依 

 
 

 
 

 

◇
「御
本
尊
・日
蓮
聖
人 

・先
祖
」供
養 

な
ど
、
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

一
番
大
事
な
こ
と
は
い
っ
た
い
何

に
対
し
て
「香
」
を
奉
げ
る
の
か
考

え
、
心
を
こ
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
周
り
の
状
況
を
判
断
し
、

大
勢
の
場
合
は
一
回
（
一
本
）
に

す
る
の
が
常
識
で
す
。 

 

■
各
宗
派
の
回
数
と
本
数 

◇
焼
香
の
回
数 

日
蓮
宗
＝
導
師
は
三
回
、 

一
般
は
一
回 

真
言

し
ん
ご
ん

系
・浄
土

じ
ょ
う
ど

宗
＝
三
回 

禅
宗
系
・ 

浄
土
真
宗

し
ん
し
ゅ
う

大
谷
派

お

お

た

に

は

＝
二
回 

◇
線
香
の
本
数 

日
蓮
宗
・真
言
系
＝
三
本 

浄
土
宗
・ 

浄
土
真
宗
大
谷
派
＝
二
本 

禅
宗
系
・ 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

ほ

ん

が

ん

じ

は

＝
一
本 

（
浄
土
真
宗
は
お
線
香
を
立
て
ず
に
横
に

寝
か
せ
る
） 

（
す
じ
ゃ
あ
た
第
二
号
参
照
） 

    

亡
く
な
っ
た
祖
母
が
冬
の 

あ
い
だ
仏
壇
の
日
蓮
聖

人
様
の
頭
に
綿
帽
子
を
掛
け
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
な

ぜ
、
冬
に
な
る
と
綿
帽
子
を
掛
け

る
の
で
す
か
？ 

ま
た
、
掛
け
る
期
間
も
教
え
て

下
さ
い
。 

 

こ
の
質
問
は
、
各
家
に
お 

 
 

 
 

参
り
し
た
と
き
に
、
よ
く

聞
か
れ
ま
す
の
で
、
お
答
え
致
し

ま
す
。 

文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
十
一

月
十
一
日
の
夕
方
、
日
蓮
聖
人

が
ふ
る
さ
と
の
病
気
の
母
を
見
舞

っ
た
あ
と
、
信
徒
の
安
房
（今
の
千

葉
県
）
天
津
領
主
・
工
藤 

吉
隆

を
訪
ね
よ
う
と
小
松
原
を
通
り

か
か
っ
た
と
き
、
聖
人
を
念
仏
の 

    

か
た
き
と
ね
ら
う
地
頭
・
東
条 

景
信
が
襲
撃
、
弟
子
の
鏡
忍
房

や
工
藤 

吉
隆
ら
が
討
ち
死
に

す
る
な
か
、
東
条 

景
信
が
馬
上

か
ら
切
り
か
か
り
、
聖
人
は
数
珠

で
こ
れ
を
払
い
の
け
た
た
め
、
眉

間
に
少
し
の
き
ず
を
負
っ
た
だ
け

で
難
を
の
が
れ
た
、
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
と
き
の
聖
人
の
お
傷
を
い

や
す
た
め
、
冬
の
あ
い
だ
、
お
仏

壇
の
な
か
の
日
蓮
聖
人
の
お
像
に

綿
で
お
帽
子
を
か
ぶ
せ
る
伝
統

が
あ
り
ま
す
。 

 

綿
帽
子
を
掛
け
る
期
間
は
、
地

方
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
一

般
的
に
、
法
難
の
日
に
合
わ
せ
、

十
一
月
十
一
日
か
ら
春
の
彼
岸

ま
で
が
、
多
い
よ
う
で
す
。 

（同
朋
舎
出
版
布
教
資
料
参
照
） 

（１１） 

Ｑ Ａ 

質
問
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 
 
 

“ 

お
上
人
教
え

て 

” 



   
“清
正
公
大
尊
儀 

第
四
百
年
遠
忌
法
要 

を
行
っ
て
” 

総
代 

 
 

植
村 

俊
親 

日
蓮
大
聖
人
御
生
誕
八
百
年

記
念
事
業
立
ち
上
げ
の
為
に
新

に
準
備
委
員
会
を
開
催
し
、 

委
員
に 

乙
金
地
区 

伊
藤 

敏
夫 

様 

春
日
地
区 

白
水 

繁
則 

様 

昇
町
地
区 

田
中 

明
彦 

様 

に
お
願
い
し
、
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

 

本
年
は
こ
の
事
業
が
発
展
し
て

い
く
歳
で
あ
り
ま
す
。 

 

皆
様
と
ご
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
、
先
ず
そ
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
加
藤
清
正
公
四
百
年
遠

忌
記
念
法
要
が
奉
行
さ
れ
ま
し

た
。
菩
提
寺 

本
妙
寺
住
職 

   

代
理 

池
上 

正
示
上
人
様
に

お
願
い
し
御
本
尊
を
妙
教
寺
ま

で
お
連
れ
頂
き
ご
開
帳
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
際
檀
信
徒
の
皆
様

に
は
多
大
の
ご
志
納
を
頂
き
ま

し
た
、
そ
の
仔
細
は
別
途
会
計

報
告
を
総
会
の
折
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 
清
正
公
に
つ
い
て
、
少
し
述
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

法
華
信
仰
で
知
ら
れ
る
加
藤

清
正
公
は
、
豊
臣
秀
吉
の
も
と

で
活
躍
し
肥
後
半
国
十
九
万
五

千
石
、
関
が
原
の
戦
い
の
後
に
は

肥
後
一
国
五
十
四
万
石
の
大
大

名
と
な
っ
た
。
清
正
は
慶
長
十

六
年
五
十
歳
で
没
し
、
子
息
忠

広
が
二
代
藩
主
を
継
ぐ
が
寛
永

九
年
忠
広
は
改
易
さ
れ
て
出
羽

庄
内
に
流
さ
れ
承
応
二
年
同

地
で
没
し
た
。
忠
広
の
子
光
正

も
飛
騨
に
流
さ
れ
早
せ
い
し
加

藤
家
は
断
絶
す
る
に
至
る
、
徳

川
幕
府
に
よ
る
と
豊
臣
系
大
名

の
一
掃
で
あ
つ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
で
清
正
公
は
、

武
勇
の
将
、
仁
慈
の
領
主
と
し

て
次
第
に
尊
崇
さ
れ
、
法
華
経

信
者
の
守
護
神
「
清
正
公
大
神

祇
」
と
し
て
信
仰
を
集
め
没
す

る
に
あ
た
り
熊
本
城
と
同
じ
高

さ
の
山
、
中
尾
山
に
ご
遺
言
に

よ
り
葬
ら
れ
ま
し
た
城
内
の
本

妙
寺
が
消
失
す
る
と
本
妙
寺
は

そ
の
菩
提
を
弔
お
寺
を
中
尾
山

の
中
腹
に
建
立
し
ま
し
た
、
そ

れ
が
現
在
の
本
妙
寺
で
す
。 

 

肥
後
藩
民
に
戦
時
中
は
戦
勝

神
、
戦
後
は
民
意
の
神
と
し
て

祭
ら
れ
た
。
そ
の
治
山
・
治
水
灌

漑
事
業
で
領
国
と
領
民
護
っ
た

た
め
に
領
民
に
「
お
せ
い
し
ょ
う

こ
う
さ
ま
」い
ま
も
「頓
写
会
」に

参
拝
す
る
人
の
数
そ
の
凄
さ
は

参
拝
し
な
い
と
判
り
ま
せ
ん
。 

                        

（１２） 

民間車検・国土交通省指定整備工場 

本  社  福岡市博多区麦野 1 丁目１－３８  
電 話 （５８１）４６０７・３０８９ 

            F A X （５８１）４ ７ ９ ６ 
第二工場  福岡市博多区井相田 2 丁目３－２５ 
         電 話  ５ ７ １ － ７ ３ ７ ６ 

〠812 
-0882 

投 

稿 

欄 

人の安全・車の保安・真心サービス 

全国ネットワークのロータス優良メンバー工場 

スピーディをモットーに 

井上自動車株式会社 



“圓
頓
寺
法
燈 

継
承
式
に
参
加
し
て
” 

 
総 
代 

 
 

花
田 

正
月 

        

圓
頓
寺
法
燈
継
承
式
に
参
加

し
ま
し
た
。
四
百
年
を
越
え
る
由

緒
あ
る
圓
頓
寺
の
式
を
目
の
前

に
し
そ
の
厳
か
を
拝
見
し
感
無
量

に
な
り
ま
し
た
。 

稚
児
行
列
や
檀
信
徒
さ
ん
の

心
意
気
、
盛
大
に
し
て
厳
か
な
法

燈
継
承
式
、
古
い
と
い
う
だ
け
で

な
く
そ
の
豪
華
な
お
寺
が
滲
み

出
る
も
の
は
四
百
年
の
中
に
あ
る

も
の
充
分
に
心
の
隅
々
ま
で
映
し

出
し
て
い
ま
し
た
。 

                 

住
職
上
人
が
長
年
に
亘
り
培
っ

て
こ
ら
れ
た
精
神
が
現
れ
て
い
ま

し
た
、
妙
教
寺
を
出
ら
れ
て
歴
史

あ
る
圓
頓
寺
様
に
迎
え
ら
れ
て

か
ら
三
十
六
年
に
な
ら
れ
る
そ

う
で
す
、
一
口
に
三
十
六
年
と
は

申
し
ま
す
が
、
そ
の
苦
労
は
並
た

い
て
い
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

な
れ
な
い
土
地
で
良
く
辛
抱
努

力
さ
れ
た
も
の
だ
と
感
心
致
し

ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
檀
信

徒
の
方
々
か
ら
の
信
頼
と
尊
敬

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
し
ょ

う
。 お

上
人
様
に
は
、
す
で
に
当
山

妙
教
寺
の
ご
住
職
と
し
て
、
日
々

ご
法
務
を
お
努
め
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
当
山
に
お
き
ま
し
て

も
、
宗
祖
御
生
誕
八
百
年
事
業

の
一
環
と
し
て
、
新
に
ご
住
職
を

お
迎
え
を
し
た
、
と
い
う
区
切
り

を
「
入
寺
式
」
と
い
う
形
で
執
り

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、

役
員
一
同
会
議
を
重
ね
色
々
と

意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
決

り
ま
し
た
ら
皆
様
に
も
ご
報
告

ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

そ
の
折
に
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

                        

住職から新住職へ払子を手渡たす。 役員先導のもと 42 名の稚児を 

連れて、山門に入る新住職 

（１３） 

 

志賀島別院盆前大掃除にて 

つくばいを掃除する花田総代 



御祝い・法事などの引き物、ご進物・ご贈答に 

                  のお菓子を御愛用下さい。 

                       

 

 

 

                       名菓       大野城サティ店 
                          大野城市錦町 4丁目 1-1 大野城サティ 1 階 

                               ＴＥＬ・ＦＡＸ  ０９２－５９２－２１２６ 

上
白
水
地
区 

原
田 

義
規 

         

初
め
て
妙
教
寺
の
初
講 

星
祭

り
大
祭
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。 

法
要
が
終
わ
り
福
引
き
大
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
司
会
の
お
上

人
が
番
号
を
発
表
さ
れ
る
た
び

に
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。
ま
さ
か

当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
と
は
思
い
な

が
ら
も
、
心
は
正
直
に
期
待
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。 

 

そ
し
て
、
最
後
に
自
転
車
の
当

た
り
番
号
を
発
表
さ
れ
た
と
き
、

や
っ
た

！
と
心
か
ら
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

先
日
、
熊
本
旅
行
に
行
っ
た
時
、

日
蓮
宗
の
本
妙
寺
に
も
寄
っ
て
お

参
り
し
て
来
ま
し
た
。 

山
の
上
の
方
に
あ
り
、
静
か
で
と

て
も
広
い
所
で
し
た
。 

「
法
華
経
」
は
、
日
蓮
宗
以
外
の

宗
派
の
方
も
お
経
と
し
て
読
ま

れ
る
の
で
す
ね
。
僕
は
、
日
蓮
宗

だ
け
の
お
経
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
今
か
ら
少
し
づ
つ
勉
強
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す 

           

                        

                        

平成 22 年新春福引き大会で 

住職上人賞の自転車を受取る 

（１４） 

福引き大会の賞品が当たり 

喜ばれる檀信徒の皆さん 

桜ひよ子 
福岡 

限定販売 
1月～4月頃 
発売予定 

名菓詰合せ 
ご希望により 
各種詰合せに
できます。 

  

ミルク風味の 
やさしい味わいです 

 

ひよ子のピィナンシェ 



                        

                        

                        

                        

行
事
ス
ナ
ッ
プ
あ
れ
こ
れ 

（１５） 

8/1 三沢清正公堂盆前大掃除 

役員及び檀信徒有志 15 名により 

お堂がきれいになりました。 

９
月
20
日 

今
年
も
咲
き
揃
っ
た 

境
内
の
彼
岸
花 

8/22 清正公四百年遠忌出開帳法要 

百年に一度の御縁を頂きに本堂は檀
信徒で一杯になりました。 

8/22 清正公四百年遠忌出開帳法要 

お清正公様像を拝礼され、お焼香され
る檀信徒の皆さん 

9/29 西筑組「お題目のつどい」 
小石原 妙隆寺様にて 
当山参加者の皆さんで記念撮影 

10 月上旬 浄行様後方の 

お会式桜が開花しました。  

12/12 元寇園教会年末大掃除 

役員及び檀信徒有志 10 名により 

本堂並びに境内が綺麗になりました 

12/19 信行会主催特別講演 

講師に熊本県栄立寺住職村井
信照上人をお迎えしました 

12/12 年末大掃除 

日頃の感謝をこめて広間を掃
除される檀信徒の皆さん 

12/27 正月お供え餅の為の餅つき 

今年も綺麗な鏡餅が出来上がりまし
た。ありがとうございました。 



 

 

    

◎
１
月
１
日
（土
） 

 

・初
参
詣
祝
禱
会 

 
 

 

午
前
１
時
よ
り 

◎
１
月
１
日
～
３
日
（土
～
月
） 

 

・新
春
三
ヶ
日
一
部
経
読
誦
会 

 
 

 

午
前
８
時
よ
り 

◎
１
月
10
日
（成
人
の
日
） 

 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

 

・年
頭
施
餓
鬼
供
養
会 

 

・開
運
星
祭
り 

 

・新
春
福
引
き
大
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

◎
１
月
23
日
（第
３
日
曜
） 

 

・寒
修
行
会
（婦
人
会
主
催
） 

 
 

 

午
前
10
時
よ
り 

 

◎
２
月
６
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭
、
節
分
追
儺
会 

 
 

 

午
前
10
時
よ
り 

◎
２
月
27
日
（第
４
日
曜
） 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

    

◎
３
月
６
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

午
前
10
時
よ
り 

◎
３
月
18
～
24
日
（金
～
木
） 

 

・春
季
彼
岸
棚
経
廻
り 

 
 

 

早
朝
よ
り 

◎
３
月
27
日
（第
４
日
曜
） 

 

・春
季
彼
岸
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 
◎
４
月
３
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

午
前
10
時
よ
り 

◎
４
月
10
日
（第
２
日
曜
） 

 

・花
ま
つ
り 
釈
尊
降
誕
会 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

◎
５
月
１
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

午
前
10
時
よ
り 

◎
５
月
29
日
（第
５
日
曜
） 

 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 

・平
成
23
年
檀
信
徒
総
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

 

◎
６
月
５
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

午
前
10
時
よ
り 

◎
６
月
26
日
（第
４
日
曜
） 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
前
11
時
よ
り 

 

◎
７
月
３
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

午
前
10
時
よ
り 

◎
７
月
24
日
（第
４
日
曜
） 

 

・土
用
丑
秘
法
灸
大
祈
祷
会 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

             

                 

平
成
23
年
行
事
予
定
（１
月
～
７
月
） 

◎
毎
月 

第
１
日
曜
日
は 

 
 

 

・信
行
会 

（
12
時
よ
り
） 

（８
月
・
12
月
・１
月
は 

諸
行
事
の
為
休
み
ま
す
） 

  
 

 

・三
沢
清
正
公
堂
お
参
り 

 
 

 
 

 
 

 
   

（午
後
よ
り
） 

※
行
事
予
定
日
・
時
間
は
、
変
更
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
発
送
し
ま
す
案
内
で

ご
確
認
下
さ
い
。 

発 

行 

所 
 
 

非 

売 

品 

大
野
城
市
錦
町
二
丁
目
一
番
二
七
号 

春
日
山 

妙 

教 

寺 

〇
九
二
（
五
八
一
）
一
二
六
六 

≪御霊屋・納骨堂 加入者募集≫ 
○近代的格調高い 

○耐久性にすぐれる 

○御先祖様をおまつりするのに 

相応しい荘厳な佇まい 

 
※一時払い不可能な方は、分割払い制度をご利用下さい。 
※詳しくは、お寺又は護持会事務局までお問い合わせ下さい。 

春日山 妙教寺 ０９２－５８１－１２６６ 

（１６） 


